
№ 競技名 チーム戦 個人戦ダブルス
合同チームを編成

する際の条件等　他
上位大会への出場権決定方法 その他確認事項

総体（トラック） 不可 ー ー

総体（駅伝） 可 ・現行の規定通り（要項参照） ア：参加規定（４）

一年生大会 不可 ー ー

新人大会（トラック） 不可 ー ー

新人大会（駅伝） 可 ・現行の規定通り（要項参照） ー

総体 不可
・上位大会の参加が認められるまでは行わない

・個人競技で参加の機会は確保できる
ー

一年生大会 可

新人大会 可 イ

総体 不可 ー ー

一年生大会 不可 ー

新人大会 不可 ー ー

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 不可 不可 ー

一年生大会 不可 不可

新人大会 不可 不可 ー

総体 可 可 ア（ベスト8まで）

一年生大会 可 可

新人大会 可 可 ア（ベスト8まで）

総体 不可 不可 ー

一年生大会 不可 不可

新人大会 不可 不可 ー

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 不可 ー

一年生大会 不可

新人大会 不可 ー

・両校の校長が認めること

・男子：選手が3人以下の場合は認められない

・女子：選手が3人以下の場合は認められない

・団体戦は、部員3人以内であれば可とする

・個人戦ダブルスは、ペア編成を専門部一任という

形で、奇数部員の出場機会確保という意味で、連合

チームとして認める

上位大会進出については、その大

会の規程に準じて代表チームを選

出

・個人戦のため、合同にはならない

・1名参加の場合も団体選手として登録可能

・お互いに9人未満の学校同士で、2校以上の合同も

認める

・強化目的の合同チームは認めない

・互いのチームが単独チームとして成立しない場合

（部員が4名以内）
ハンドボール12

ウェイト13

卓球6

ソフトテニス7

テニス8

10

水泳3

4 バスケット

5 バレーボール

ソフトボール11

サッカー9

ラグビー

全国のルールに準じて県内大会も

運営していく

今後、部員が少ないチームへの配

慮だけでなく、多いチームへの配

慮の声が出てくる可能性もある。

（日本サッカー協会では補欠０目

指し、出場機会の確保で動いてい

る）

申請書、練習計画書などを通し

て、強化を目的とした動きになら

ないように専門部で把握しておき

たい。

・個人戦シングルスがある

・2人でも団体戦に出場出来る（一年生大会）

・お互いに11人未満の場合に認める

・ゲーム人数（15人制は15人など）以上部員がいる

場合は認められない

・合同を組むチームの部員数がエントリー数（15人

制は30人など）を超えないこと

・基本的に同一支部内が理想だが、組めない場合は

配慮する（詳細は各大会の実施要項参照）

令和6年　4月9日～3月31日まで

1 陸上

2 体操・新体操

今後、駅伝以外でも合同チームで

全国大会に出られる状況になって

いった場合、県内規程の見直しを

進める必要がある。

・部員数が、4名以下のチームは複数校で合同チー

ムを編成できる。

・合同チームのメンバーは合計で予選会等各大会規

程の登録メンバーを超えない。

・部員数が、単独チームで参加できる最低人数の6

名を満たさない場合

日本水泳連盟の登録で、合同チー

ムとして団体登録が現時点では不

可であるため。

大会結果で、次大会のシードが決

まるが、合同チームは考慮しない

予定

合同チームの参加の可否

令和6年度　宮崎県高体連　各競技専門部「合同チーム参加条件」　一覧表



№ 競技名 チーム戦 個人戦ダブルス
合同チームを編成

する際の条件等　他
上位大会への出場権決定方法 その他確認事項

総体 可
・同地区で合宿等の練習を合同で行っていること

・上位大会への出場権はない
ア

一年生大会 可

新人大会 可

総体 不可 ー

一年生大会 不可

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

一年生大会 不可

新人大会 不可 ー

総体 不可

一年生大会 不可

新人大会 不可

総体 不可 ー

一年生大会 不可

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

総体 不可 不可 ー ー

一年生大会 不可 不可 ー

新人大会 不可 不可 ー ー

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 不可 ・上位大会への出場が認められていないため ー

一年生大会 不可
・２名編成で団体に出場出来る措置を講じているた

め、合同チームは認めない

新人大会 不可 ・上位大会への出場が認められていないため ー

総体 可 ア

一年生大会 可

新人大会 可 ア

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

一年生大会 不可

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

総体 不可

新人大会 不可

総体 不可

新人大会 不可

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

総体 不可 ー

新人大会 不可 ー

・個人戦で出場の機会は確保できるため

・全国高体連合同チーム出場規定に準ずる

・試合経験を積ませる意味で、オープン参加は可能

だが、表彰対象では無い

合同チームの参加の可否

・個人戦で、出場の機会は確保できているため

・個人戦で、出場の機会は確保できている

・現在、九州・全国の合同チーム出場は認められて

いない

・団体戦正規のエントリーは５人だが、最小３人か

らもできる（合同チームが混在すると混乱が起きる

可能性がある）

・個人戦で、出場の機会は確保できているため

・従来通り、学校の統廃合に伴う合同チームは認め

ます

・同地区で合宿等の練習を合同で行っていること

今後、全国の参加規程が変更にな

れば、県内の規程変更も検討す

る。

・420級（2人乗り）でのエント

リーで、学校の部活動所属ではな

い生徒が出場できるようになるす

ると、学校対抗に支障を来す恐れ

がある。

ジュニアでの経験者が、部のない

学校に進学した場合でも、大会出

場につながるようにしていきた

い。

・現行の規定通り（要項参照）

・上位大会への出場が認められていないため

・上位大会への出場が認められていないため

登山14

19 相撲

20 バドミントン

空手道22

ボート23

弓道18

フェンシング24

レスリング15

柔道16

剣道17

・全国専門部で合同チームが認められていない

31 カヌー

少林寺拳法30

なぎなた29

馬術28

ボクシング27

自転車26

・シングル種目があるので、合同での出場は必要な

い

・学校対抗は、コンバインド制なので、1艇での出

場でも優勝の可能性があるため

・個人戦で出場の機会は確保できるため

ヨット25

ホッケー21


